
Ⅳ　平成２７年度普通会計の決算状況

１　普通会計決算規模及び決算収支

平成２７年度の普通会計決算額は、歳入６７８億７５２４万円、歳出６６０億６６０万８千円となり、前年度に比

べ、歳入７億５５３９万１千円（伸率△１．１％）、歳出１１億９２８９万８千円（伸率△１．８％）それぞれ減少しまし

た。

この結果、歳入歳出差引額（形式収支）は、１８億６８６３万２千円で、この形式収支から繰越明許費に係る翌

年度へ繰り越すべき財源２億８４８８万２千円を控除した実質収支は、１５億８３７５万円の黒字となりました。

普通会計とは、地方財政統計に用いる会計単位で、公営事業会計以外の会計を一つの会計としてまとめた

ものをいい、一般的に、地方公共団体の財政状況は、この普通会計を用いて表されます。

このため、普通会計は、一般会計の中に公営事業等に係る歳入・歳出がある場合は、それらを除くとともに、

公営事業に属さない特別会計を合算して求めます。

また、普通会計を構成する一般会計と特別会計の間には、繰入金と繰出金のように相互に重複する部分が

あり、単純に合算すると実際の規模より決算規模が大きくなってしまいますので、会計間の重複を控除し、純

計決算額として調整する必要が生じます。

本市では、一般会計及び公共用地造成事業会計を普通会計として、上記の調整を行い、純計決算額を算

出しています。

第９表　普通会計決算収支の状況

（単位：千円）

平成27年度 平成26年度

ａ ｂ ａ-ｂ ａ/ｂ×100

歳     入     総     額  A 67,875,240 68,630,631 △755,391 98.9%

歳     出     総     額  B 66,006,608 67,199,506 △1,192,898 98.2%

歳入歳出差引額    (A-B)  C
1,868,632 1,431,125 437,507 130.6%

284,882 149,656 135,226 190.4%

実  質  収  支    (C-D)  E
1,583,750 1,281,469 302,281 123.6%

比 較

区 分

翌年度へ繰り越すべき財源   D
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